
製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
嫌
気
分
離
接

触
ろ
床
方
式

石
川
県
金
沢
市
西
泉
３
丁
目
9
2番
地
ア
ム
ズ
j

代
表
取
締
役
谷
口

敏

石
川
県
能
美
市
岩
内
町
１
番
地
３
ア
ム
ズ
j
白
山
工
場

石
川
県
白
山
市
大
竹
町
ロ
7
3番
地
ア
ム
ズ
j
大
竹
工
場

石
川
県
か
ほ
く
市
高
松
丙
2
3番
地
1
1
日
研
産
業
j

福
岡
県
宮
若
市
宮
田
9
1
8番
地
の
1
1

f
大
勝
工
業

４
`
1
0
`
Ｈ
`
0
0
1

ア
ム
ズ
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
５
型

〃
0
0
1
`
１

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
７
型

〃
0
0
1
`
２

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
1
0型

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
6
8条
の
2
6第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
3
5条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
嫌
気
分
離
接

触
ろ
床
方
式

石
川
県
金
沢
市
西
泉
３
丁
目
9
2番
地
ア
ム
ズ
j

代
表
取
締
役
谷
口

敏

石
川
県
能
美
市
岩
内
町
１
番
地
３
ア
ム
ズ
j
白
山
工
場

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
町
大
字
上
須
恵
1
3
8
7
`
１
番
地
日
研
樹
脂
化
工
j

福
岡
県
宮
若
市
宮
田
9
1
8番
地
の
1
1

f
大
勝
工
業

４
`
1
0
`
Ｈ
`
0
0
2

ア
ム
ズ
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
1
4型

〃
0
0
1
`
７

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
4
5型

〃
0
0
1
`
８

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
5
0型

石
川
県
白
山
市
大
竹
町
ロ
7
3番
地
ア
ム
ズ
j
大
竹
工
場

石
川
県
か
ほ
く
市
高
松
丙
2
3番
地
1
1
日
研
産
業
j

〃
0
0
2
`
１

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
1
8型

〃
0
0
1
`
２

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
2
1型

〃
0
0
1
`
３

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
2
5型

〃
0
0
1
`
４

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
3
0型

〃
0
0
1
`
５

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
3
5型

〃
0
0
1
`
６

〃
Ｃ
Ｘ
Ｎ
`
4
0型

平成™™年 月˜š日 月曜日 第œš �号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
十
八
号

海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）

第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の

で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
Ｍ
`
2
6
3号

船
舶
発
生
油
等
焼

却
設
備

Ｏ
Ｓ
Ｖ
２
`
1
9
0Ｓ

株
式
会
社
サ
ン
フ
レ

ム
主
バ
ー
ナ
ー
、点
火
バ
ー
ナ
ー
å

廃
油
ポ
ン
プ
、
フ
レ
ー
ム
ア
イ

及
び
制
御
盤
の
変
更

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

東
北
地
方
整
備
局
長

青
山

俊
行

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

四

号

白
河
市
五
番
丁
川
原
三
二
番
一
か
ら
同
市
金
勝
寺
三
一
番
三
ま
で

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
郡

山
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
四
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
八
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
野
市
豊
野
町
蟹
沢
字
高
岡
七
四
番
四
地
内

前後

二
三
・
〇
三
〜
五
五
・
九
二

二
三
・
〇
三
〜
五
五
・
九
二

〇
・
〇
一
四

〇
・
〇
一
四

a

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
野
国
道
事
務
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
五
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
九
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
野
市
大
字
安
茂
里
字
本
堂
一
一
二
〇
番
四
地
先
か
ら
同
市

大
字
安
茂
里
字
差
出
一
〇
八
八
番
一
ま
で

前後

八
・
三
五
〜
一
二
・
八
五

八
・
六
〇
〜
二
〇
・
三
〇

〇
・
二
〇
五

〇
・
二
〇
五

a

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
野
国
道
事
務
所

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十

三
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

前
川

秀
和

Ÿ
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